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1 概要(図 Iー 1) 

エンジン型式

6IILl ~ri'!エンジン

適 用時期
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整備マニュアルエンジン
(6HLl 1~) No.302 -261 

DPD (Diesel Particlllate DefllSer)とは， 141・山されるNOxやHCをR変化触媒でi争化し，PM(すす，サルフェー

ト )をフィルタで~ilì集する システムである。 filì集した PNI は， 自動的にエンジン ・コンビュータ(ECivI)の燃

料 I ~'t射制排11により， 7.~llj胤の排気ガスで、燃焼(フィルタの 1 ' 1 動再生)される。

なお，走行条件によってはフィルタのi'I動羽生が完了しない場令がある。この場合，ECM(エンジン・コン

トロール ・モジュール)はDPDランプを点滅させ.ドライパに手動I'JAj栄作()I(Idリ伴|卜.状態で、のIIJAJを促す。

叶該)川I，jは.このDPDを採川することで.超低PlVI羽1'11'，デイーゼlレ-'FIJqつil:の認定を取刊ーしている。

目封じ型のセラミック・フィルタでPMを捕集
。排ガス高温時は自然にPMを処理(焼却)

エンジンの負荷が低いような，排ガス低温時は自然にPM
が処理(焼却)できないため，フィルタ内にたい積する

走行中に
自動再生
(アイドリング
時含む)

， -ーーーーーーーーーーー

手動再生

PMのたい積を差圧にて感知し，排ガスの
温度を上昇させる制御を実施し，捕集し
たPMを焼却

-フィルタの再生には一定以上連続した
時間が必要
・一定時間焼却し，差圧が下がらない場
合は，焼却未完了と判断，rr手動再生』 へ
移行する

I DPDランプが点滅したら，スイ ッチを押
して手動再生を実施

図Iー1 概 要
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2 構造・機能

1 ) 構成部品の配置

(1) システム図(図 1-2) 

エンジン

排気プレーキ ・

パルプ

卜一一一

No. 

B 

C 

o 
E 

(2) DPD本体回りの配置図(図 1-3) 

/ 

排気温度センサ 1

(フィルタJIol)

-.IIUI!岨Eヨ・・

各1量センサ

キャブ内

Dト l口DPDランプ l 
}口DPDスイッチ l

マグネチックパルプ

酸化触線

機 古巨

Pl¥[のたまり jLf?を航悦

DPDI人lのil"H立を航行L

州以スロットルの竹:動をわう'，[1主({I~' ~;. 

ランプの.'，'.r:滅で子動 II~/ I :. を似す

手助N1::k~iのスイッチ

図1-2 システム図

サイレンサ

{マフラ)

図Iー3 DPD本体回りの配置図
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(3) 運転席回りの配置図(図 1-4) 

DPDランフ.

図1-4 運転席回りの配置図

2) 構成部品の構造・機能

(1) DPD本体

DPD本体は F酸化触媒とセラミック・フィルタで椛成されている。

(イ)酸化触媒

般化f9~!~ は. PM '"に合まれるSOF(未燃焼物質)を立金属触媒により般化させ，水とご酸化炭素に変換する。

但) セラミック・フィルタ

セラミック・フィルタは，酸化削!煤で処別1'1'，米なかったPMをjili集するために，セラミック・フィルタを迫

力11した。なお. PMをjili集しやすいよう.フィルタは 11封じ梢逃としている。

(2) 排気スロットル

DPDIAJのiJ"U立ililJ世11を効来的に行うために.排気スロットルを採)IJした。この排会Lスロットルは. )IL同伴11て

状態での円1'. II~J・のみ|剖じる 。

(3) ポスト・サイレンサ

ポスト・サイレンサは，持|気スロットル作動II~Jの iì'í 白川1 に採)IJ している 。

(4) 差圧センサ(図 1-5) 

主任センサは. DPD本体にPMがたまると. 1日l後に)土力誌が生じる。ECMは.J.こ1'.ブ'Ji:HPMの1m集状態)を
il，~.:ハ: セ ンサで日正視している。

固

固

図1-5 差圧センサ

(5) 排気温度センサ(図 1-6) 

排気胤l主センサは， DPD内のiMJ長を適正にするため， 1)刊!日1111肢をl昨視しているO
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図1-6 排気温度センサ

(6) ECM (エンジン・コン トロール ・モジュール)

DPDに|則する制御は， ECNIでわっている。

(7) DPDランプ

DPDの手動T'f生操作が必要な場合に， ECMはランプを}，'!:i時させる。なお.ランフ。の点滅は，PMの:tili保状

態で兇なる。(2段1;背)

ゆっくり点滅(lITII/秒): q:.動.PJ生操作が必!tfだが通常走行可能レベル

はやい点滅(31"1 I 秒) 一刻も 1/い手動I'f~1モ操作が必2:::(ゆっくり fυ成状態で手動+If生保作を行わず継杭定

行し続けた場介)

(8) DPDスイッチ

DPDの手動lIf'I:.を行うためのスイッチである。DPDランプPが点滅し手助手l生J栄作を行うj劾イトアイドリ

ング状態でDPDスイッチを押す。

匡童ヨ ランプが点滅していないJAイT町スイ ッチを~'ljl しても手動 Ilflj はいつれない。

3) 再生制御の概要

PM はj'，'，'ji.flltの排気ガスにさらされることで燃焼する。つまり，フィルタの副生とは，燃料l噴射制御や排気ス

ロットルの作動により DPDI)'.)をifJjilltにすることで，PMを燃焼させるものである。

(1) 自動再生制御の流れ(図 Iーア)

自動再生開始

排気温度センサで監視

アイ ドリング、回転up
(500→700rpm) 

燃料噴射制御

(遅角噴射~後噴射)

排気スロットル作動

自動再生終了

図1-7 自動再生制御の流れ
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(2) 手動再生制御について

辿続したjJtiff断定行など排気ガスii山交をJ'.!1I'・させがたい(又は変動の激しし、)走行条1'1二ドでは. 向動再生を

行ってもフィルタカ叩f~c.できないJ})jイTカfある 。

そこで.適正ìlulJ立を維持しやすいWjll~件::LI二状態にし，椛突なフィルタのïlド|ミを行うため手動再λ1:. を行う 。

(イ) 手動再生の手順

DPDランプが点滅したら(11):秒11"1 }，'，( i成)， DPD の千動再生操作が必~:である。 迎行が終 f したときなど)JJI

111:する|祭に.手)IIQに従い手助再生操作を行う。

なお，点滅(11r秒11111}，'，(減)した ;1火fEで、走行を続けると速い点滅(4す4少 3 1111}~U.成)に変わる。 この;1犬態で走行を

続けると DPDが故障するおそれがあるので出来るだけ速やかに安全な場所に{今市し 手動 I fJ:~t操作を行う 。

①枯れ刀:や紙くずなど.燃えやすいものがない公全な場所に車両を伝汀I(する。

②ギヤをニュートラルにし石(Ii実にパーキング・ブレーキを作動させる。

③エンジンをアイドリング状態にする。

④DPDスイッチを押す。

⑤DPDランプが点滅から点灯に変わり.エンジン川転が1'1動的にJ'.がり， I'J4.がIJ目立れする。

⑥DPDランプが7i'iえ，エンジン1lllijii;が通'市に戻ったらjlJ生終了となる。

(3) 燃料噴射制御(図I-8) 

PMを燃焼させるために， ECMは燃料l噴射制維"(多段噴射)をわ:う。

通常

パイロット噴射※により，滑らかな燃焼を

実現している。(コモンレール・システム

の特徴)

※パイロット噴射とは，メイン噴射前に僅少量の噴射を行う
ことで，着火前に予め燃焼室の温度を上げる.

再生時

多段噴射を行うことで，排気ガス温度を上

昇させている

噴射時期

図1-8 燃料噴射制御
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3 点検整備のポイン ト

1) エンジン・オイルの点検(図 1-9) 

再'1:.を行うために.エンジン燃焼本で、の保発後に微;止の燃や|・l噴射を行う。このためエンジン ・オイ Jレ'1'へ燃

料が徐々に泌さり目エンジン ・オイルが1i:人1I;y.よりも附えるが，1改19Rで‘はない。

点検用MAXI x 

か?ア~

給油用MAXI・
MIN I・

図1-9 エンジン・オイルの点検

2) エンジン・オイルの銘柄(低アッシュ ・オイル)(図 1-10) 

排気ガスには.オイ jレ?i'i~~ ，こf'1':うエンジン ・オイル成分が合まれている(-.般的)。エンジン ・オイル成分'1'

の硫階以分(添加|剤)は. DPDのIlftl:.過れで、のI17jiltliにさらされることで.アッシュ(ASII 硫酸カルシウム)

となり，フィルタ{';IIで、の11，1i'iまり以1).:1となる。

このアッシュは.PMのように燃焼によって再生(1除去)することはできない(たまるー)j)。

そこで，DPDHき*は{疏限!天分をあらかじめ1Li;く }!Ilえたi1L~アッシュ ・オ イル」の仙川 を前抗としている。

DPD対応エンジン ・オイ ルを{史)IJすること。

匡童ヨ DPD刈J.i:.:*イル叫JlJしない場介は.DPDの故121 燃貨の忠化原閃となる

2れ 相!.j 交換II.¥')YJ(111i:) 

20000km 

15000km 

。PIHJi必エンジン ・オイル ベスコク リーンスーパー

ベスコク リーン

A 注意
エンジンオイルは、いすジ純正
DPD対応オイルを使用願います。

図 Iー 10 エンジン・オイルの銘柄
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